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飯山市 の歴史

土倉の狸大明神
昔から人をばかす動物と言え
ば、狸と狐です。土倉集落か
ら越後へと通じる街道沿いに
ある「狸大明神」の石造物2
基は、昔、狸にばかされる人
が多く、被害が深刻になった
ため、それを鎮めるために建
てられたとされています。そ
れぞれ嘉永2年（1849）と明
治25年（1892年）の建立で、
100年ほど前には狸や狐が人
間に悪さをすると信じられてい
た日常が普通にあったことをう
かがわせます。

　飯山市公民館☎６２－３３４２か、子育て支援センターたんぽぽ☎６２－５０９１へ
電話または直接お申し込みください。後日、ご案内の通知を送付いたします。
※各回とも定員になり次第締め切ります。

『みんなのおもしろひろば』　参加者募集
親子で楽しめる簡単な遊びをいろいろな分野の講師から教わりませんか。
今しかない大切なときを子どもと一緒に思いっきり楽しみませんか？

続チャレンジャー募集！
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○対象者：１歳６ヶ月以上で保育園・幼稚園入園前の
幼児と父親と母親、または祖父母が対象となります。
 （※基本的には上記の方が対象者で、対象年齢に適した講座を予定して
いますが、子育て中で興味のある方は遠慮せずにどなたでもおいでくださ
い。また、対象年齢のお子様以外の兄弟もお連れいただいてもＯＫです。）

　　　５月２８日（土）
開講式・運動遊び
講師　井出　清子　先生

申込締切 ５／２０まで 申込締切 ６／１０まで

リトミックであそぼう
講師　小林　寿美　先生

　

申込締切7／２２まで

お父さんのよみきかせ
講師　おはなしびっくりばこ
　　　「おとこぐみ」

７月３０日（土） ８月２０日（土）６月１８日（土）
プール遊び
流しそうめんをしてみよう　
（お父さん待ってます！）

ふるさと館では春季企画展「い

いやま自然再発見！」を開催して

います。

　この企画展では、雪国飯山に生

息する動物や植物、人と自然との

関わりを写真や植物の実物展示を

通して紹介しています。ぜひお出

かけください。

■期　間　

　４月19日（火）～６月19日（日）

■場　所　飯山市ふるさと館

■開館時間　午前 9 時～午後 6 時

　　　　（入館は午後 5時半まで）

■休館日　毎週月曜日（月曜祝日

の場合は翌日）

■入館料　大人 200 円　小中学生

100 円　※市内の小中学生は無料

です。
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美 術 館 情 報
●企画展『画人 長谷川青澄の世界 ―珠玉
の院展出品作品を中心に―』（5/29まで）

市美術館では、伝統美を現代的な視点で
捉え、日本人の美意識を追求し続けた長谷
川青澄画伯（1916 ～ 2004、名誉市民、日本
美術院同人評議員）の初期から最晩年まで
の院展出品作品等の日本画 35 点を展示した
企画展を開催中です。

企画展の初日となった 4 月 28 日には、長
谷川画伯のご遺族や門下の方々、長谷川画
伯の支援団体である青澄会の方々など関係
者が集まり、開会式が行われました。長谷
川芸術の魅力を余すことなく感じることの
できるこの機会に一人でも大勢の皆様のご
来館をお待ちしております。

●ギャラリー企画展『―千曲川巡礼― 奥信濃
の自然と人　池田春男写真展』(5/29まで )

千曲川流域の自然と人々の暮らしを撮影
するため、冬から春を飯山市瑞穂地区で過
ごす写真家・池田春男さん（神奈川県逗子
市在住、1936 ～）が 10 年以上に亘って撮り
続けた中から作品 85 点を紹介しています。
何気ない風景の中に飯山らしさが溢れた写
真の数々をご覧ください。
※利用案内等については、裏表紙の情報を
ご覧ください。

申込締切８／１２まで

○会　場：飯山市公民館
○時　間：午前９時３０分～１１時
○参加費：無料（ただし８／２０は別途材料費あり）
○申込締切：各回の１週間前です。
○定　員：各回２０組

お
申
し
込
み

たぬきだいみょうじん


